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研究要旨 

日整会作成腰痛診療ガイドラインでの慢性腰痛の治療法で強く推奨される治療法（Grade A）

は運動療法、小冊子を用いた患者教育、認知行動療法である。これらを組み合わせた「いきい

きリハビリノート」による運動促進法を開発し、非器質的疼痛を伴う12例に平均10か月施行

した。結果として、破局的思考・痛み・ADL、さらにQOLの改善がみられた。本法を普及させる

ため、日本運動器疼痛学会と日本ペインリハ学会で「いきいきリハビリノート」による運動促

進法講習会を計５回開催し、580名の医師およびリハ療法士を中心とするメディカルスタッフ

が参加した。本講習会参加者に加え、筆者の講演会等も含め、本ノートと医療者用マニュアル

2,354冊を配付した。本ノート使用希望施設へは477冊をすでに郵送した。今後も普及活動を

継続する予定である。 

 

Ａ．研究目的 

日本整形外科学会作成の腰痛診療ガイド

ラインが2012年に発刊され、その内容とし

て３か月以上持続する慢性腰痛の治療法で

Grade Aとして、運動療法、小冊子を用いた

患者教育、更に認知行動療法が示された。

本報告を受けて、この３つの要素を加味し

た認知行動療法に基づく「いきいきリハビ

リノート」による運動促進法を開発し、そ

の有用性を検討することが本研究の目的で

ある。さらに、本法の講習会等を行い、認

知行動療法に基づく運動療法の全国の普及

も本研究の目的となる。 

 

Ｂ．研究方法 

疼痛部位に明らかな器質的疾患がない慢

性疼痛患者12例に対して、本ノートを用い 

 

た運動促進法を行った。症例の内訳は腰背

部痛6例、腰下肢痛6例で、平均年齢は47

歳であった。平均の持続疼痛期間は63か月

（5から168か月）であった。本ノートの使

用前後に以下の評価を行った。 

(身体面) NRS、PDAS（ADL障害の評価） 

(精神心理面)HADS、PCS、PSEQ 

(社会面、QOL)健康関連QOL(EQ-5D)、アテネ

不眠尺度、ＺＡＲＩＴ介護不安尺度、 

 また、本運動促進法を推進するため、講

習会・講演会等を全国で開催した。 

（倫理面への配慮）本研究参加者へは十分

な説明を行い、同意を得ている（新潟大学

医学部倫理委員会 受付番号2076）。 

 

Ｃ．研究結果 

平均経過観察期間10か月の時点で、NRS 



(Numerical Rating Scale)、PCS (破局化点数)、

PDAS(ADL)、ロコモ、EQ-5Dは有意に改善した。

PSEQは有意な改善ではなかった。 

また、2016年10月の日本ペインリハ学会

（参加者約120名）と2016年11月の日本運

動器疼痛学会（参加者約105名）で本法の講

習会を開催し、参加者のアンケート結果では

満足度は良好であった。それ以外に筆者の講

演会等での本ノートと医療者用マニュアルを

計2,354冊配付した。さらには、医療施設で

の使用を希望され、送付した冊数は477冊と

なった。 

 

Ｄ．考察 

2011年に報告された１万１千人あまりの

疫学調査では、慢性疼痛は15%の方にみられ、

その治療に36％しか満足しておらず、約半数

は医療施設を変更している結果であった。 

 いきいきリハビリノートは外来診療等で十

分に時間が取れない医師と共にリハビリ療法

士等が協働して、認知行動療法的アプローチ

に基づき、運動を促進する方法である。現在

の日本における診療の問題点をカバーでき、

更に慢性疼痛患者への有効な治療法になり得

る。今後、多くの診療科医師および、リハ療

法士・看護師などでも行えるよう普及活動が

重要である。 

 今回報告した12例でNRSの改善はわずかで

あったものの、PDASとロコモ25，EQ-5Dが有

意に改善したことより、ADLおよびQOLが改

善し、「痛くてもあれもでき、これもでき、

生活を楽しむことができる」を目指している

本ノートの効果が表れているものと考えられ

る。また、PCS(破局化点数)も改善がみられる

ようになり、本ノートの心理的な効果も証明

されつつある。 

 また、本法の有効性を証明する目的に、す

でに新潟大学医学部倫理委員会での承認(受

付番号2076)を 2014年 12月 26日に得て、現

在新潟大学を中心として、研究を行っている。

新たに施設を追加して、研究内容を一部変更

し継続するため、新潟大学医学部倫理委員会

へ新たな研究計画書をH29年 2月に提出し、

承認が得られ次第、多施設共同研究を開始予

定である。 

 

Ｅ．結論 

認知行動療法に基づく「いきいきリハビリ

ノート」による運動促進法は、慢性疼痛患者

の心理的な破局化思考等の改善を含め、ＡＤ

Ｌおよび、ＱＯＬの改善をもたらす。 

 

Ｆ．健康危険情報 

総括研究報告書にまとめて記載。 
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